
３０尾教第１７９０号 
平成３０年１１月１９日 

 
各市町教育委員会教育長 殿 
 

             愛知県教育委員会尾張教育事務所長  
（ 公 印 省 略 ） 
 

 
平成３１年度全国学力・学習状況調査（本体調査）に関する準備の 
ための学校基本情報の確認（Ａ）及び（Ｂ）について（依頼） 

 
このことについて、平成３０年１１月１４日付け３０教義第７９４号で愛知県教育

委員会義務教育課長から別添のとおり依頼がありました。 
つきましては、別紙に基づき１１月１５日（木）～１１月２２日（木）の期間内に、

Ｗｅｂシステムにより回答いただきますようお願いします。 
 
 
 
 
 
 

担 当 指導第二課指導第二グループ（愛 日：森川） 
指導第一課指導第一グループ（中島・丹葉：佐藤） 

            電 話 ０５２－９６１－１９０３（愛 日） 
０５２－９６１－１９１８（中島・丹葉） 

            ファックス ０５２－９５３－１５３９ 
            電子メール owari-kyoiku@pref.aichi.lg.jp 
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平成３１年度 儀式等について     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１２月２３日（月）が平日になった場合は再検討。 

儀 式 小学校 中学校 

入学式 ４月 ５日（金） ４月 ４日（木） 

１学期始業式 ４月 ８日（月） ４月 ４日（木） 

１学期終業式 ７月１９日（金） ７月１９日（金） 

２学期始業式 ９月 ２日（月） ９月 ２日（月） 

２学期終業式 １２月２０日（金） １２月２０日（金） 

３学期始業式 １月 ７日（火） １月 ７日（火） 

卒業式 ３月１９日（木） ３月 ３日（火） 

修了式 ３月２４日（火） ３月２４日（火） 
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平成３０年度教育総務課事業進捗状況管理表

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果
年間スケジュール

備　考
4月 5月 6月 7月 8月 9月 11月10月 12月 1月 2月 3月

5/31作業部会 8/9作業部会 9/18作業部会

10/30策定委員会 策定委員会 策定委員会

児童生徒及び保護者ｱﾝｹｰﾄ

大学生等ﾋｱﾘﾝｸﾞ

市民ｱﾝｹｰﾄ ｱﾝｹｰﾄ分析

小学校区別地域懇談会 （5/12長小、5/13西小、5/20南小、5/27市小、6/2北小、6/3東小）

計画案取りまとめ、調整

パブリックコメント

・長久手小学校児童の登下
校見守り
・英語ボランティアへの対応
・地域学校協働活動先進地
域について自主研修

―
教育振興基
本計画の策
定

教育振興に関
する計画がな

い

平成31年3月末まで
に策定完了

①作業部会の開催
②策定委員会の開催
③児童生徒及び保護者ア
ンケートの実施
④大学生等ヒアリングの実
施
⑤市民アンケートの実施
⑥アンケート分析
⑦地域ヒアリングの実施
⑧パブリックコメントの実施

・計画案のとりまとめ
各課から修正依頼があった
内容を計画案に反映。写真
等データを挿入。

・具体的に実施していくアク
ションプランの作成に向け
て、各課へ作業依頼。

―
【長期計画】
地域連携事
業

現在、学校行
事及び地域行
事を協働して
行うことが不十
分であった。

H31年度までに地域
協働推進事業本部
の立ち上げ（長小校
区）

①地域コーディネータを配
置し、ボランティア活動の
現状把握をする。

②学校が必要とするボラと
学校支援をしていただける
ボラ団体の調整を行い地
域協働本部を立ち上げる
基礎をつくる。

ボランティア団体等との現状把握

学校との意見集約

学校とボランティア団体等との意見交換

地域学校協働活動について先進情報及び研究調査


